
​椿森コムナSTAY​
​＝宿泊約款＝​

​（2026年6月22日改訂）​



​宿泊約款​

​(適用範囲)​
​第1条​

​1. 当ホテルが宿泊客との間で締結する宿泊契約及びこれに関連する契約は、この約款の定めるところに​
​よるものとし、この約款に定めのない事項については、法令等(法令又は法令に基づくものをいう。​

​　以下同じ。)又は一般に確立された慣習によるものとします。​
​2. 当ホテルが、法令等及び慣習に反しない範囲で特約に応じたときは、前項の規定にかかわらず、​

​その特約を優先するものとします。​

​(宿泊契約の申し込み)​
​第2条​

​1. 当ホテルに宿泊契約の申し込みをしようとする顧客は、次の事項を当ホテルに申し出ていただきます。​
​(1) 宿泊者名​
​(2) 宿泊日及び到着予定時刻​
​(3) 住所・連絡先（電話番号）・宿泊料金(原則として別表第１の基本宿泊料による)​
​(4) その他当ホテルが必要と認める事項​

​2. 宿泊客が、宿泊中に前項第2号の宿泊日を超えて宿泊の継続を申し入れた場合、当ホテルは、​
​　その申し出がなされた時点で新たな宿泊契約の申し込みがあったものとして処理します。​

​(宿泊契約の成立等)​
​第3条​

​1. 宿泊契約は、当ホテルが前条の申し込みを承諾したときに成立するものとします。但し、当ホテルが前​
​条の申し込みを承諾しなかったことを証明したときは、この限りではありません。​

​2. 前項の規定により宿泊契約が成立したときは、宿泊期間の基本宿泊料を限度として当ホテルが定める申込​
​金を、当ホテルが指定する日までに、お支払いいただきます。​

​3. 申込金は、まず、宿泊客が最終的に支払うべき宿泊料金に充当し、第6条及び第18条の規定を適用する​
​事態が生じたときは、違約金に次いで賠償金の順序で充当し、残額があれば、第12条の規定による料​
​金 の支払いの際に返還します。​

​4. 第2項の申込金を同項の規定により、当ホテルが指定した日までにお支払いいただけない場合は、宿泊​
​契約はその効力を失うものとします。​

​5. 当ホテルが、インターネット予約サイト等に誤った宿泊料金を表示し、または電話で誤った宿泊料金を​
​ご案内し、当該宿泊料金に基づき、宿泊契約の予約のお申し込みをされ、当ホテルが承諾した場合で、​
​当該料金が当ホテルの通常の宿泊料金に比べて3割以下の著しく低廉な料金であるときは、当該料金に​
​つき「期間特典」、「限定」等の低廉である理由の表示またはご案内がない限りは、当該料金及び宿泊​
​契約の予約の申し込みの承諾、それに基づく宿泊契約は民法第95条に定める「錯誤による法律行為」と​
​して取り消す旨を通知することがあります。この場合、宿泊契約の予約を申し込んだ方が通知を受け​
​取ったときをもって当該宿泊契約及び宿泊契約の予約申し込みは取り消されます。​

​(申込金の支払いを要しないこととする特約)​
​第4条​

​1. 前条第2項の規定にかかわらず、当ホテルは、契約の成立後、同項の申込金の支払いを要しないことと​
​する特約に応じることがあります。​

​2. 宿泊契約の申し込みを承諾するに当たり、当ホテルが前条第2項の申込金の支払いを求めなかった場合、​
​及び、当該申込金の支払期日を指定しなかった場合は、前項の特約に応じたものとして取り扱います。​

​(宿泊契約締結の拒否)​
​第5条​
​　当ホテルは、次に掲げる場合において宿泊契約の締結に応じないことがあります。ただし本項は、当ホテ​
​　ルが旅館業法第5条に掲げる場合以外の場合に宿泊を拒むことがあることを意味するものではありません。​
​　　　(1) 宿泊の申し込みが、この約款によらないとき。​
​　　　(2) 満室(員)により客室の余裕がないとき。​
​　　　(3) 宿泊しようとする者が、宿泊に関し、法令の規定、官公庁等の要請、公の秩序又は善良の風俗に反​​す​
​　　　　  る行為をするおそれがあると認められるとき。​
​　　　(4) 宿泊しようとする者が、次の(ｲ)から(ﾊ)のいずれかに該当すると認められるとき。​

​(ｲ) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第7 7号)第2条第2号に規定す​​る暴​
​力団(以下「暴力団」という)、同条第2条第6号に規定する暴力団員(以下「暴力団員」という)、暴​
​力団準構成員又は暴力団関係者その他の反社会的勢力。​



​(ﾛ) 暴力団又は暴力団員又はその他反社会的勢力が事業活動を支配する法人その他の団体であるとき。​
​　　　　(ﾊ) 法人でその役員のうちに暴力団員に該当する者があるもの。​

​(5) 宿泊しようとする者が、他の宿泊者に著しい迷惑を及ぼす言動をしたとき。​
​(6) 宿泊しようとする者が、旅館業法第4条の2第1項第2号に規定する特定感染症の患者等(以下「特定​​感​

​染症の患者等」という。)であるとき。​
​(7) 宿泊に関し暴力的要求行為が行われ、又は合理的な範囲を超える負担を求められたとき​​（宿泊しよ​

​うとする者が障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成25年法律第65​​号。以下「障​
​害者差別解消法」という。）第7条第2項又は第8条第2項の規定による社会的障壁の​​除去を求める​
​場合は除く。）。​

​(8) 天災、施設の故障、その他やむを得ない事由により宿泊させることが不可能なとき。​
​(9) 宿泊しようとする者が、泥酔等で、他の宿泊客に著しく迷惑を及ぼすおそれがあると認められたと​
​き。あるいは宿泊客が他の宿泊客に著しく迷惑を及ぼす言動をしたとき。​
​(10) 宿泊の申し込みをした者が、転売等の自己の商業目的を秘して申し込みをしたとき。​
​(11) 宿泊しようとする者が、過去に第6条2項に該当し、当ホテルから違約金の支払請求を受けたにもか​

​かわらず、別表第2に掲げるところの違約金の支払いを行わなかったとき。​

​(宿泊客の契約解除権)​
​第6条​

​1. 宿泊客は、当ホテルに申し出て、宿泊契約を解除することができます。​
​2. 当ホテルは、宿泊客がその責めに帰すべき事由により宿泊契約の全部又は一部を解除した場合(第3条第​​2​

​項の規定により当ホテルが申込金の支払期日を指定してその支払いを求めた場合であって、その支払​​い​
​より前に宿泊客が宿泊契約を解除したときを除きます)は、別表第2に掲げるところにより、違約金を​​申​
​し受けます。但し、当ホテルが第4条第1項の特約に応じた場合にあっては、その特約に応じるに当​
​たって、宿泊客が宿泊契約を解除したときの違約金支払義務について、当ホテルが宿泊客に告知したと​
​きに限ります。​

​3. 当ホテルは、宿泊客が連絡をしないで宿泊日当日の午後9時(予め到着予定時刻が明示されている場合​
​は、その時刻を２時間経過した時刻)になっても到着しないときは、その宿泊契約は宿泊客により解除​
​されたものとみなし処理することがあります。​

​(当ホテルの契約解除権)​
​第7条​
​　1. 当ホテルは、以下の各号の一つにでも該当するときは、宿泊契約を解除することがあります。​​(1) 宿泊客が​
​　　宿泊に関し、法令の規定、官公庁等の要請、公の秩序若しくは善良の風俗に反する行為をする​​恐れがある​
​　　と認められるとき、又は同行為をしたと認められるとき。​

​(2) 宿泊客が、当ホテル従業員へ暴言暴力をふるう、当ホテル従業員を長時間拘束する、または当ホテル従​
​業員の業務の妨げとなる行為をする等、当ホテル内の平穏な秩序を乱すおそれがあると認められると​
​き。​

​(3) 宿泊客が次の(ｲ)から(ﾊ)に該当すると認められるとき。​
​(ｲ)暴力団、暴力団員、暴力団準構成員又は暴力団関係者その他の反社会的勢力​
​(ﾛ)暴力団又は暴力団員又はその他の反社会的勢力が事業活動を支配する法人その他の団体であるとき​
​(ﾊ)法人でその役員のうちに暴力団員に該当する者があるもの​

​(4) 宿泊客が他の宿泊客に著しい迷惑を及ぼす言動をしたとき。​
​(5) 宿泊客が特定感染症の患者等であるとき。​
​(6) 宿泊客が、当ホテルに対し、その実施に伴う負担が過重であって他の宿泊者に対する宿泊に関するサー​

​ビスの提供を著しく阻害するおそれのある要求として旅館業法施行規則第5条の6で定めるものを繰り返​
​したとき。​

​(7) 天災等不可抗力に起因する事由により宿泊させることができないとき。​
​(8) 宿泊しようとする者が、泥酔等で、他の宿泊客に著しく迷惑を及ぼすおそれがあると認められたとき。​

​あるいは宿泊客が他の宿泊客に著しく迷惑を及ぼす言動をしたとき。​
​(9) 客室内及びホテル館内での喫煙（電子タバコ含む）、消防用設備等に対するいたずら、その他当ホテル​

​が定める利用規則の禁止事項に従わないとき。​
​(10) 宿泊の申し込みをした者が、転売等の自己の商業目的を秘して申し込みをしたとき。​​2. 当ホテルが前​
​項の規定に基づいて宿泊契約を解除したときは、宿泊客がいまだ提供を受けていない宿泊​​サービス等の料​
​金はいただきません。​

​(宿泊の登録)​
​第8条​

​1. 宿泊客は、宿泊日当日、当ホテルにおいて、次の事項を登録していただきます。​
​　​ ​(1) 宿泊客の氏名、年齢、住所及び連絡先​



​(2) 日本国内に住所を有しない外国人にあっては、国籍、入国地及び入国年月日、旅券番号及び旅券の写し​
​(3) 出発日及び出発予定時刻​
​(4) その他当ホテルが必要と認める事項​

​2. 宿泊客が第12条の料金の支払いを、宿泊券、クレジットカード等通貨に代わり得る方法により行おうと​
​するときは、予め前項の登録時にそれらを呈示していただきます。​

​(客室の使用時間)​
​第9条​

​1. 宿泊客が当ホテルの客室を使用できる時間は、原則として午後3時から翌日午前11時までとします。​
​ただし、連続して宿泊する場合においては、到着日及び出発日を除き、終日使用することができます。​
​※顧客が宿泊契約の申し込みのとき、当ホテルが利用時間を別途定めた場合には、その利用時間を優先す​

​るものとします。​
​2. 当ホテルは、前項の規定にかかわらず、同項に定める時間外の客室の使用に応じることがあります。​
​　この場合には次に掲げる追加料金を申し受けます。​

​（1）ご到着日の午前11時より前は、客室料金の100％​
​（2）ご到着日の午前11時より午後1時までは、客室料金の50％​
​（3）ご到着日の午後1時から午後3時までは、客室料金の30％​
​（4）ご出発日の午後1時までは、客室料金の30％​
​（5）ご出発日の午後3時までは、客室料金の50％​
​（6）ご出発日の午後3時以降は、客室料金の100％​

​※顧客が宿泊契約の申し込みのとき、当ホテルが追加料金を別途定めた場合には、その追加料金を優先​
​するものとします。​

​3. 連続して3日間以上宿泊する場合においては、宿泊客の希望の有無にかかわらず室内の清掃を実施する場​
​合があります。​

​(利用規則の遵守)​
​第10条​
​宿泊客は、当ホテル内においては、当ホテルが定めて提示した利用規則に従っていただきます。​

​(営業時間)​
​第11条​

​1. 当ホテルの主な施設等の営業内容は、ホームページ、各所の掲示等でご案内いたします。​
​2.​​施設等の営業内容は、やむを得ない場合、予告なく変更することがあります。​

​(料金の支払い)​
​第12条​
​　1. 宿泊者が支払うべき宿泊料金等の内訳は、別表第1に掲げるところによります。​
​　​​2. 前項の宿泊料金等の支払いは、通貨又は当ホテルが認めた宿泊券、クレジットカード等これに代わり得​​　​
​　　​​る方法により、宿泊客の出発の際又は当ホテルが請求した時、レセプションにおいて行っていただきます。​
​　3. 当ホテルが宿泊客に客室を提供し、使用が可能になった後、宿泊客が任意に宿泊しなかった場合におい​​て​
​　　も、宿泊料金は申し受けます。​
​　4. 宿泊客が契約した宿泊人数を超えて客室を使用した場合は、適正な宿泊料金を別途申し受けます。​

​(当ホテルの責任)​
​第13条​
​　1. 当ホテルは、宿泊契約及びこれに関連する契約の履行に当たり、又はそれらの不履行により宿泊客に損​​害​
​　　を与えたときは、その損害を賠償します。但し、それが当ホテルの責めに帰すべき事由によるもので​​ない​
​　　ときは、この限りではありません。​
​　2. 当ホテルは、当ホテルが必要とする場合、施設や客室の一部がご利用いただけなくなる各設備の点検や​​工​
​　　事を行うことがあります。当該点検等を実施する場合、当ホテルウェブサイト等で事前に詳細を告知​​する​
​　　ものとします。なお、当ホテルが事前に告知した点検等により宿泊客に損害が発生したときは、当​​ホテル​
​　　は法令に基づき賠償義務が発生する場合を除き責任を負いません​
​　3. 当ホテルは、万一の火災等に対処するため、旅館賠償責任保険に加入しております。​

​(契約した客室の提供ができないときの取扱い)​
​第14条​

​1. 当ホテルは、宿泊客に契約した客室を提供できないときは、宿泊客の了解を得て、できる限り同一の条​
​　​​件による他の宿泊施設を斡旋するものとします。​
​2.当ホテルは、前項の規定にかかわらず他の宿泊施設の斡旋ができないときは、宿泊料金相当額の補償料を​
​　宿泊客に支払い、その補償料は損害賠償額に充当します。但し、客室が提供できないことについて、​​当​



​　ホテルの責めに帰すべき事由がないときは、補償料を支払いません。​

​(寄託物等の取扱い)​
​第15条​
​　　1.当ホテルではスタッフによるお荷物のお預かりを行っておりません。現金及び貴重品については、客室内​
​　　　に備えた金庫をご利用いただきますよう お願いいたします。​

​2. 宿泊客が、当ホテル内にお持ちになった物品又は現金並びに貴重品について、当ホテルの故意又は過失​
​　により滅失、毀損等の損害が生じたときは、当ホテルは、その損害を賠償します。但し、宿泊客から予​
​　め種類及び価額の明告のなかったものについては、当ホテルに故意又は重大な過失がある場合を除 き、​
​　15万円を限度として当ホテルはその損害を賠償します。​

​(宿泊客の手荷物又は携帯品の保管)​
​第16条​

​1. 宿泊客の手荷物が、宿泊に先立って当ホテルに到着した場合は、その到着前に当ホテルが了解したとき​
​に限って責任をもって保管し、宿泊客がレセプションにおいてチェックインする際お渡しします。​
​2. 宿泊客がチェックアウトしたのち、宿泊客の手荷物又は携帯品が当ホテルに置き忘れられていた場合に​
​　​​おいて、その所有者が判明したときは、当ホテルは、当該所有者に連絡をするとともにその指示を求め​
​　​​るものとします。ただし、所有者の指示がない場合又は所有者が判明しないときは、発見日を含め7日​
​　　保管し、その後最寄りの警察署に届けます。​
​3. 前2項の場合における宿泊客の手荷物又は携帯品の保管についての当ホテルの責任は、第1項の場合に​​　​
​　　あっては前条第1項の規定に、前項の場合にあっては同条第2項の規定に準じるものとします。​
​4. 第1項及び第2項の場合における宿泊客の手荷物又は携帯品が、食品、濡れた衣類、タオル等衛生上保管​

​　　　　が困難な場合等には、当ホテルは、第1項及び第2項の定めによらず、翌日処分いたします。​

​(駐車の責任)​
​第17条​

​1.​ ​当ホテルには駐車場がございません。近隣のコインパーキング等をご利用くださいませ。​
​2.​ ​当ホテルではお客様の車輌をお預かりし、駐車場に収納するサービスは行っておりません。​
​3.​ ​当ホテルではお客様の車両の鍵をお預かりすることはできません。​

​(宿泊客の責任)​
​第18条​
​　　1.宿泊客が本契約に違反して当ホテルに損害を与えたときは、当該宿泊客は当ホテルに対し、その損害​​　​
​　　​​（特別損害及び弁護士費用を含むが、これらに限られない。）を賠償していただきます。​

​2. ホテル館内に於いて、明らかに喫煙（電子タバコ含む）及び吸い殻等の持ち込みが認められた場合、​
​　 特別清掃料金及び客室損害補償料金を別途申し受けます。​
​3. 宿泊客が使用した香水やお香等により、翌日以降の販売が困難であると当ホテルが判断した場合、​

​特別清掃料金及び客室損害補償料金を別途申し受けます。​

​（施設における感染防止対策への協力の求め）​
​第19条​

​当ホテルは、宿泊しようとする者に対し、旅館業法（昭和23年法律第138号）第4条の2第1項の規定による​
​協力を求めることができます。​

​（管轄裁判所と準拠法）​
​　第20条​
​　当ホテルと宿泊客との間の宿泊等の利用契約に関する紛争は、日本法を準拠法とし、東京地方裁判所または​
​　東京簡易裁判所を専属的な第一審の合意管轄裁判所とします。​

​（約款の変更）​
​　第21条​

​　1. 当ホテルは以下の場合に、当ホテルの裁量により、約款を変更することができます。​
​　（1）約款の変更が、宿泊客の一般の利益に適合するとき。​

​　　（2）約款の変更が、宿泊契約の目的に反せず、かつ、変更の必要性、変更後の内容の​
​　　 相当性、変更の内容その他の変更に係る事情に照らして合理的なものであるとき。​

​　　2. 当ホテルは前項による約款の変更にあたり、変更後の約款の効力発生日の2週間前までに、　​
​　約款を変更する旨及び変更後の約款の内容とその効力発生日を当ホテルウェブサイト　　　​
​（URL　https://www.tsubakimorikomuna.com/stay）に掲載します。​



​　　3. 変更後の約款の効力発生日以降に宿泊客が宿泊契約の予約をしたときは、宿泊客は、　　　　​
​　　約款の変更に同意したものとみなします。​

​（言語）​
​　第22条​
​　この約款は、日本語で作成され、それをもとに他の言語の翻訳が作成されますが、日本語と他の言語の翻訳​
​　との間に矛盾がある場合は、日本語の定めが適用されるものとします。​

​別表第1 宿泊料金等の内訳(第2条第1項、及び第12条第1項関係)​​　​

​※税法が改正された場合は、その改正された規定によるものとします。​

​別表第2 違約金(第6条第2項関係)​

​契約解除の通知を受けた日（契約申込日ベース）​

​〇不泊・当日・前日・2日～3日前：100%​
​〇4日～7日前：50%​
​〇8日～14日前：30%​
​〇15日前以前：0%​

​注1) %は、基本宿泊料に対する違約金の比率です。​
​注2) 顧客が宿泊契約の申し込みのとき、当ホテルが違約金を別途定めた場合には、​
​　　その違約金を優先するもの​​とします。​
​注3) 追加料金（飲食料及びその他の利用料金）については、実費を収受します。​

​以上​



​椿森コムナSTAY​
​＝ご利用規則＝​

​（2026年6月22日改訂）​



​ご利用規則​

​椿森コムナSTAYでは、お客様に安全かつ快適にご利用いただくために、当ホテル宿泊約​​款第10条に基づき、　​
​下記の通り利用規則を定めておりますので、これをお守りくださいますようお願い申し上げ​​ます。この利用規​
​則をお守りいただけない場合は、宿泊又はホテル内の諸施設のご利用をお断りすることがあ​​ります。またこの​
​利用規則を守れないことによって生じた事故については、当ホテルは責任を負いかねますので、ご了承ください​
​ますようお願い申し上げます。​

​1.必ずご確認ください​

​　当ホテルは夜間にスタッフの常駐がございません。​​ご不明な点やお手伝いが必要な際、あるいは緊急の際は​
​リビング家具内のハウスフォン「通話」ボタン、またはお客様の携帯電話より椿森ホテル レセプション（当ホテ​
​ルより110ｍ/徒歩2分）までお気軽にご連絡ください。詳しくは客室に設置の客室案内をご確認ください。​

​2. 客室ご利用について​
​(1) 客室を宿泊以外の目的でご利用されることは固くお断りいたします。​
​(2) 宿泊登録者以外の方のご宿泊は固くお断りいたします。​
​(3) お部屋にご到着されましたら、入口ドア横側の掲示板で避難経路及び非常口の位置を​
​　　ご確認くださいますようお願いいたします。​
​(4) 滞在中、特にご就寝の際には必ず玄関を施錠してください。​
​(5)敷地内およびホテル館内でのアイロン及び暖房用、炊事用等の火気・熱源のご使用は固くお断りいた​
​します（但し、ホテル貸与のものについては充分ご注意の上ご利用ください）。​
​(6) 敷地内およびホテル館内でのろうそく等火気類のご利用は固くお断りいたします。​
​(7) ドアをノックされたときは、不用意に開扉なさらないでください。​
​　　​​不審に思われる場合は、至急内線電話にて椿森ホテルレセプションまでご連絡ください。​
​(8) みだりに外来客を客室内に招き、諸設備及び諸物品を使用させないでください。​
​　　特に午後9時以降の外来客の敷地への入場およびホテル入室はご遠慮いただいております。​
​(9) 館内及び客室内の備品を所定の場所からみだりに移動させないでください。​

​又、ホテルの許可なく客室内に造作、改造を施さないでください。​
​(10) 当ホテルからのコンプリメンタリー以外の諸物品のお持ち帰りはご遠慮ください。​

​　　　​​(11) 敷地内およびホテル館内での喫煙（電子タバコ含む）及び吸い殻等の持ち込みは、​
​　　　　　固くお断りいたします。​​　　　​
​　　　(12) 客室内での髪染め（染色・脱色）は、固くお断りいたします。​

​(13) 小さなお子様や介助を必要とするお客様およびペットを客室に残す行為はご遠慮ください。​

​3. バルコニーのご利用について​
​(1) 重量物または転倒・落下する恐れのあるものなどを設置・放置する行為は固くお断りいたします。​
​(2) ワイヤー、壁、天井に洗濯物を干すなど、落下・転倒の恐れのある行為は固くお断りいたします。​

​　　​ ​(3) ワイヤーを破損する恐れのある行為、及びワイヤーに重量物や衝撃を与えかねないものを​
​　　　　　設置しないでください。​
​　　　(4) バルコニーで大きな音で音楽を流したり、騒音を発生させたりする行為は固くお断りいたします。​
​　　　(5) 火器の使用、花火や喫煙（電子タバコ含む）は固くお断りいたします。​
​　　　(6) 散水、水たまりを発生させる行為、水の流れを阻害する行為は固くお断りいたします。​​　　　　​
​　　　​​(7) 落下の危険性のある行為（家具に乗る、身を乗り出す、足を出すなど）は固くお断りいたします。​

​4. 部屋、敷地の施錠​
​滞在中お部屋からお出かけの際は客室の鍵をお持ちになり、施錠をご確認ください。（当ホテルは自動​
​施錠ではございません）。夜間スタッフ不在時の敷地門の出入りの際についても、必ず施錠いただきま​
​すようお願いいたします。当ホテルではご宿泊されるお客様以外の敷地への出入りは基本的にお断りし​
​ております。万一、お客様の施錠不備による宿泊者以外の敷地立ち入り等があった場合の責任は負いか​
​ねます。​​また、スタッフ出勤時や食品業者納品にて敷地門を開錠する場合がありますので、予めご了承​
​ください。​

​　  5.ツリーハウス（遊具）その他敷地内設備について​
​　　​ ​(1)​​ツリーハウス（遊具）のご利用は安全上、1Fカフェ営業時間帯のみのご利用とさせていただいて​
​　　　　　おります。夜間スタッフ不在時のご利用はご遠慮ください。その他荒天時等スタッフよりご利用を​
​　　　　　お控えいただく様ご案内する場合がございます。万一お守りいただけなかった場合の事故や怪我等​



​　　　　　については責任を負いかねます。​
​　 　​ ​(​​2​​)バーベキューグリルや看板等施設内設備をスタッフの許可なく利用することはご遠慮ください。​
​　​
​　6. お支払い等​

​(1) 買い物代、切符代、タクシー代、荷物送料等（着払い）等の​
​建て替えはお断りさせていただきま​​す。​

​(2) 到着時にお預かり金、あるいはクレジットカードのプリントを申し受けることがございますので、​
​予めご了承ください。​

​(3) 法定の税金の他、サービス料を加算させていただいております。​
​(4)​​小切手及び外貨によるお支払い並びに両替には応じかねますのでご了承ください。​

​　​
​　7. 貴重品​

​滞在中の現金、貴金属、その他貴重品の保管については、室内に備え付けの小型金庫をご利用ください。​
​ご利用いただかず、万一紛失・盗難等が発生した場合には当ホテルではその責任を負いかねます。​​なお、​
​美術品、骨董品、毛皮、楽器、ガラス製品等の品物はお預かりいたしません。​

​8. お預かり物​
​お預かり物の保管期間は特に指定のないかぎり、お預け日より1ヶ月間とさせていただきます。保管期間​
​を経過したお預かり物はお引き取りの意思がないものとして、法規にしたがって手続きをとらせていただ​
​きます。又、生ものや生き物等はお預かりいたしかねますので、予めご了承ください。​

​9. 遺失物​
​ホテル内での遺失物の処理に関しては、一定期間当ホテルが保管し、その後は遺失物法に基づいてお取り​
​扱いさせていただきます。なお、お忘れ物の発送及び処分にかかる費用につきましては、お客様のご負担​
​とさせていただきます。​

​10. 館内への持ち込み​
​館内に以下のようなものをお持込みにならないでください。​
​(1) 動物、鳥等のペット（但し、ご宿泊お手続きをいただいた小型犬および介助犬は除く）。​
​(2) 悪臭及び強い臭いを発する物 （香水・お香を含む）。​
​(3) 常識的な量を超える物品。​
​(4) 法により所持を禁止されている鉄砲、刀剣、覚醒剤、麻薬の類。​
​(5) 火薬、揮発油、その他発火、又は引火性の物 。​

​11. 館内での行為​
​館内では以下のような行為はご遠慮ください。​
​(1) ナイトウェア、スリッパ等のままで客室から外出すること。​

​(2) 声高放歌及び暴力行為その他で、他のお客様に嫌悪感を与えたり迷惑を及ぼすような行為。​
​(3) 賭博や公序良俗に反する行為。​

​(4) 当ホテルの許可なく他のお客様に広告、宣伝物の配布、物品の販売、勧誘を行うこと。​
​(5) 当ホテルの客室内や敷地内で、当ホテルの許可なく営業上の目的で写真や動画・DVD等あらゆる機​
​器による撮影及び録音を行うこと。また、私的に撮影及び録音されたものであっても、当ホテルの​​許可​
​なく営業目的でインターネットやSNS上に掲載する行為等、又は各種SNSを使用したライブ配信行為等​
​を行うこと。当ホテル内で撮影された写真又は動画を、出版、売買、複製、転写、配給及びその他方法​
​の如何にかかわらず営業目的に利用すること。​
​(6) 緊急事態、あるいはやむを得ない事情を除き、敷地内の客席・客室以外の倉庫等に立ち入ること。​

​12. ドローンの使用について​
​当ホテルが​​許可する場合を除き、当ホテル敷地内におけるドローンの飛行およびドローンを使用した撮影は​
​なさらないでください。​

​13. 権利侵害行為等の禁止​
​他の​​お客様や第三者、当ホテル、当ホテル関連会社、当ホテル従業員、著作権、商標権その他知的財産権、​
​財産権、営業秘密、プライバシー、肖像権またはその他の権利を侵害する行為、および侵害するおそれのあ​
​る行為はなさらないでください。​
​また、他の​​お客様や第三者、​​当ホテル​​従業員および関係者の写真や動画の撮影を希望される場合は、事前に​
​本人から同意を得てください。​

​14. 暴力団、暴力団員、反社会的団体及び反社会的団体員並びに公共の秩序に反するおそれがある場合につ​
​いて​



​(1) 「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」（平成4年3月1日施行）による指定暴力団及び指​
​定暴力団員等の当ホテル利用はご遠慮いただきます（ご予約後、あるいはご利用中にその事実が判明​
​した場合には、その時点でご利用をお断りいたします）。​

​(2) 反社会的団体及び反社会的団体員（過激団体及びその構成員）の当ホテル利用はご遠慮いただきます​
​（ご予約後、あるいはご利用中にその事実が判明した場合には、その時点でご利用をお断りいたしま​
​す）。​

​(3) 当ホテルもしくは当ホテルの従業員に対し、暴力、脅迫、恐喝、威圧的な不当要求及びこれに類する​
​行為が認められる場合、直ちに当ホテルのご利用をご遠慮いただきます。又、過去に同様な行為をさ​
​れた方についても当ホテルのご利用をご遠慮いただきます。​

​(4) 当ホテルを利用する方が心神耗弱、薬品等による自己喪失など、ご自身の安全確保が困難であった​
​り、他のお客様に危険や恐怖感、不安感を及ぼすおそれがあると認められるときは、直ちにご利用を​
​お断りいたします。​

​(5) その他上記各事項に類する行為のあるときは、ご利用をお断りいたします。​

​15.ペットのご宿泊について​

​　(1) 当ホテルのペットご宿泊は、ご宿泊いただく大人人数までの小型犬（10kg以内）のみとさせていただ​
​　　  きます。猫やその他動物のお持ち込みはご遠慮ください。​

​　(2)本規則『1. 客室ご利用について』の(13)に示す通り、ペットのみを部屋に置き去りにする行為はおやめ​
​　　ください。また、滞在中のペットの怪我・疾病を含む状態変化について、当ホテルは責任を負いかねま​
​　　す。​

​　(3)ペットのお休み時には定められたエリアにてケージ等に入れていただきますようお願いいたします。　​
​　　ベッド、ソファベッド、エキストラベッドでのペットとご一緒の就寝はおやめください。また、ペット​
​　　の糞尿の処理についてはご宿泊のお客様の監督のもと、適切に処理をお願いいたします。​

​16. その他​
​(1) 当ホテル館内外の設備、備品、その他の物品を損傷、汚染あるいは紛失させた場合、費用をご負担​
​　​ ​いただきます。​
​(2)18歳未満のお客様の宿泊は、保護者の許可ない限り、お断りいたします。18歳未満のお客様のみの​

​宿泊に際しては、親権者様の同意書の提出をお願いしております。又、同伴者の18歳未満のお客様​
​が他のお客様にご迷惑をおかけしないようにご配慮のほどお願いいたします。​

​(3) 当ホテルの許可なく館内へ飲食物（ペットボトル等軽微なものを除く）を持ち込んだり、当ホテル​
​に飲食物を注文し館内に配送することはお断りいたします。​

​(4) 当ホテルでは、保安の目的で監視カメラを設置しています。​
​(5) お客様の安全上の観点から、長時間に渡ってお客様と連絡が取れていない場合には、ホテル従業員が​
​　​ ​お客様への電話連絡や客室前での呼び出しを行います。また、応答がない場合や緊急時など、​

​当ホテルが必要と判断した場合は、やむを得ず客室に入室を行いますのでご了承ください。​
​(6)​​安全のため、客室からお出掛けの際は、電気・電子機器の電源をオフにし、プラグは電源コンセント​

​からお抜きください。ご利用や充電は、お客様ご自身が常に状態を確認できる場所で行ってくださ​
​い。また以下の場所での充電はお控えください。​

​(イ) 直射日光の当たる窓際​
​(ロ) ベッド、シーツ、カーテンなど可燃性素材の上​
​(ハ) バスルームを含む水に濡れる恐れのある場所​

​また、破損や膨張、異常な発熱がみられるモバイルバッテリーは使用しないでください。​​ご滞在​
​中の清掃時に、上記のいずれかの状況が確認された場合、安全確保のため、スタッフがモバイル​
​バッテリーの位置を移動、あるいは充電を停止させていただく場合がございます。​

​　　　(7)当ホテルは建築素材の風合い、経年変化を楽しんでいただく施設となっております。ホテル入口の焼​
​　　　　杉やホテルバルコニーの土壁など、手や衣服が触れた際に色移りする場合がございます。予めご了承​
​　　　　くださいませ。​
​　　　(8)当ホテルおよび敷地内は自然が多い立地となっております。窓やドアを開けたままにすると葉や虫が​
​　　　　入り込む場合がございます。予めご了承くださいませ。​

​以上​


